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陰
陽
道
に
お
い
て
、
儀
礼
や
天
文

・
暦
と
い
っ
た
知
識
の
保
証
さ
れ
た
も

の
は
、
本
書
、
本
条
と
よ
ば
れ
る
典
拠
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
時
代
を
経
る
ご

と
に
増
え
、
新
た
な
禁
忌
や
儀
礼

の
典
拠
と
さ
れ
た
。

s
の
中
で
も
鎌
倉
前

期
成
立
の
安
倍
家

の
陰
陽
書

『陰
陽
道
旧
記
抄
』
に
は
二
種
の
神
話
が
収
録

さ
れ
て
い
る
。

一
つ
は
院
政
期
の
歌
論
書
な
ど
に
散
見
さ
れ
る

「
日
本
記
」

で
あ
る
。
中
世
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た

「日
本
記
」
が
伊
勢
神
道
や
密

教
の
み
な
ら
ず
、
陰
陽
道
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
、
祓
の
起
源
と
し
て
説
か
れ

て
い
る
こ
と
が
本
書
の

「日
本
記
」

の
特
徴
で
あ

っ
た
。
も
う

一
方
の
仏
典

に
散
見
さ
れ
る

「須
弥
四
域
経
」
は
、

『日
本
書
記
』

で
は
な

い
も

の
の
、

「
日
本
記
」
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
諸
宗
教
に
読
み
替
え
ら
れ
て
い
た

言
説
で
あ

っ
た
。
本
書
に
お
い
て
も
天
体
の
起
源
を
語
る
為
に
典
拠
と
さ
れ

て
い
た
。
こ
れ
ら
の
事
は
陰
陽
道

の
典
拠
に

「中
世
日
本
紀
」
を
含
む
こ
と

が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

『陰
陽
道
旧
記
抄
』、
「中
世
日
本
紀
」、
安
倍
家

は
じ
め
に

九
～
十
世
紀
に
成
立
し
た
陰
陽
道
は
、
式
占

・
祭
祀

・
天
文

・
暦
と
い
っ
た
技

術
を
朝
廷
か
ら
貴
族
層

へ
と
活
動
を
広

げ
て
い
た
。
そ
れ
ら
技
術
の
典
拠
と
し
た

の
は
、
大
陸
伝
来
の
漢
籍
及
び
、
陰
陽
道
の
上
臈
が
本
書
、
本
条
と
し
て
認
め
た

典
籍
で
あ

っ
た
。
代
表
的
な
も

の
と

し
て
は
式
占
に
お

い
て
は

『
五
行
大
義
』
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『金
櫃
経
』
。
暦
に
お

い
て
は

『大
唐
陰
陽
書
』
。
天
文
に
お

い
て
は

『晋
書
天
文

志
』
な
ど
と

い
っ
た
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
典
籍
が
あ

っ
た
。
祭
祀
に
お

い
て
も
同

様
で
あ
り
、
『董
仲
舒
祭
法
』

『葛
仙
公
祭
法
』

『陰
陽
書
』
が
典
拠
と
さ
れ
た
。

山
下
克
明
氏
に
よ
れ
ば
、
陰
陽
道
祭
祀
の
典
拠
は

「五
行
家

の
み
な
ら
ず
儒
家

・

道
家

・
異
説
家

・
密
教
と
幅
広
い
分
野
に
わ
た

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ

と
か
ら
陰
陽
道

の
祭
祀
は
、
中
国
の
民
族
的
諸
祭
祀
を
記
し
た
各
方
面
の
典
籍
か
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ら
、
そ
の
時
代

の
社
会
的
要
素
に
基
づ

い
て
順
次
採
用
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
」
で

(
　
)

あ
る
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
時
代
を

経
る
に
随

っ
て
陰
陽
道
の
典
籍
が
増
大
、

変
容
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
事
実
、
祭
祀
の
数
は
院
政
期
か
ら
鎌
倉
期
に
か

(
2
)

け
て
増
大
し
て
お
り
、
祭
祀

・
儀
礼
を
興
す
際
に
、
新
た
に
取
り
入
れ
た
典
拠
や

言
説
が
あ

っ
た
こ
と
が
伺
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の

一
つ
の
例
と
し
て

『陰
陽
道
旧

記
抄
』

(以
下

『旧
記
抄
』
と
称
す
)

に
見
え
る

「中
世
日
本
紀
」
と
見
な
さ
れ

る
テ
キ
ス
ト
を
紹
介
す
る
。
『旧
記
抄
』

の
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
鎌
倉
前
期
の

陰
陽
道
が
多
様
な
言
説
を
有
し
、
当
時

の
神
仏
習
合
信
仰
や
歌
学
書
か
ら
も
影
響

を
受
け
つ
つ
、
中
世
前
期
の
独
自
な
陰
陽
道
が
生
成
さ
れ
る
過
程
が
明
ら
か
に
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。

1

伊
藤
正
義
氏
に
よ
れ
ば
中
世
日
本
紀

と
呼
ば
れ
る
言
説
は

「
日
本
記
日
」
と

い

う
形
で
院
政
期
の
歌
学
書
な
ど
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
後
中
世
神
道

や
文
芸
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
注
釈

活
動
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
阿
部
泰
郎
氏
に

よ
れ
ば
、
歌
学
書
か
ら
、
仏
典
、
文
芸
書
に
至
る
ま
で
影
響
を
与
え
、

『平
家
物

語
』
に
見
え
る
宝
剣
説
話

の
よ
う
に
王
権
護
持
を
保
証
す
る
言
説
や
そ
れ
に
伴
う

即
位
灌
頂
な
ど
と

い
っ
た
儀
礼
に
深

い
つ
な
が
り
を
持

つ
言
説

へ
と
広
が
り
を
み

せ
た
。
ま
た
、
仏
典
を
典
拠
に
す
る
際

に
も
、
架
空

の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
典
拠

と
み
な
す
こ
と
も
、
広
く
中
世
B
本
紀
的
言
説
の
範
疇
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な

M
っ
た
。
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
記
事
は
、
中
世
の
陰
陽
道

の

一
側
面
、
及
び
中
世
日

本
紀
の
広
が
り
を
考
え
る
上
で
興
味
深

い
記
事
と

い
え
る
。

一
五
六

承
久
年
間

(
一
二

一
九
～

一
二
二

一
)
に
成
立
し
、
安
倍
孝
重
周
辺
の
人
物
の

手
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る

『旧
記
抄
』
に
六
月
祓
に
関
し
て
次
の
よ
う
な

一
文
が

あ
る
。六

月
祓
事

日
本
記
云
、
天
照
太
神
御
孫
室
孫
命
。
葦
原
.

中
津
国
乃
欲
為
王
、
彼
国
蛍
火
元
神
及
蝿
声
邪

鬼
多
シ
ト
云

ヘ
リ
、
凡
如
夏
蚊
乱
悪
神
乃
有

也
、
是
.
ハ
ラ
ヘ
ナ
ム
ト
テ
六
月
祓
ハ
爪
ル
ナ

リ
、
万
葉
集
云
、
和
儺
祓
ハ
云
ナ
コ
シ
ノ

日
本
記
云
と
し
、
天
照
太
神
御
孫
命
即
ち
、
天
津
彦
彦
火
瓊
瓊
杵
尊
が
葦
原
中

津
国
に
下

っ
た
際
、
蛍
火
元

(光
)
神

・
蝿
声
邪
神
と

い
っ
た
悪
神
が
多

い
の
で
、

こ
れ
ら

の
悪
神
達
を
祓
う
こ
と
か
ら
六
月
祓
が
行
な
わ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
後
半

の
和
儺
祓
に

つ
い
て
は
、
「
ナ
コ
シ
ト
云

ハ
、
タ
ト

ヘ
ハ

ナ

コ
ム
ト
云
心
歟
、
即
和
儺

ハ
鬼

ヲ
ナ
コ
ム
ル
心
歟
」
と

『旧
記
抄
』
に
見
え
、

和
儺
祓
は
鬼
を
鎮
め
る
儀
礼
で
あ
り
、
ナ
コ
シ
即
ち
夏
越
祓
で
あ
る
こ
と
を
述
べ

て
い
る
。

六
月
祓
、
即
ち
大
祓

(夏
越
祓
)
に

つ
い
て
の
起
源
を

『日
本
書
紀
』
巻
第
二
、

天
孫
降
臨
の
記
事
に
求
め
て
い
る
が
、
原
典
そ
の
も
の
を
引
用
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
同
様

の
記
事
が
十
二
世
紀
前
半
成
立

の

『日
本
紀
竟
宴
和
歌
』
左
注
や

(
4
)

『俊
頼
髄
脳
』

『古
今
序
注
』
と

い
っ
た
歌
論
書
に
見
え

、
そ
の
中
で
も
、

『俊
頼

髄
脳
』
を
見
る
と
、

さ
ば

へ
な
す
あ
ら
ぶ
る
神
も
お
し
な
べ
て
け
ふ
は
な
ご
し
の
は
ら

へ
と

い
ふ

な
り



こ
の
歌
は
、
拾
遺
集
の
歌
な
り
。
さ
ば

へ
と

い
ふ
は
、
あ
ら
き
神

の
、
さ
ば

へ
の
ご
と
く
に
、
多
く
集
ま
り
、
人
の
た
め
に
、
た
た
り
を
な
す
。
こ
れ
を
、

は
ら

へ
な
ご
め
て
な
む
、
世
は
よ
か
る
べ
き
と

い
ひ
て
、
水
無
月
の
つ
ご
も

り

の
日
は
、
は
ら

へ
な
ご
む
る
な
り
。
そ
れ
を
、
こ
の
事
の
お
こ
り
、
日
本

紀
に
み
え
た
り
。
あ
ま
て
る
御
神

の
す
ゑ
御
神
を
、
あ
し
は
ら
の
中
つ
国
の
、

君
と
せ
む
と
す
る
時
に
、
そ
の
国
に
、
さ
ば

へ
な
す
悪
し
き
神
た
ち
あ
り
。

ま
た
草
木
み
な
、
も

の
い
ふ
。

《
以
下
略
》

こ
の
よ
う
に
、
夏
越
祓
の
起
源
を
説
い
て
お
り
、

『旧
記
抄
』
と
同
様
の
認
識
に

基
づ

い
て

「
日
本
記
」
を
起
源
と
し
て
、
夏
越
祓
を
説
い
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

ま
た
、
同
様
に

『日
本
書
紀
』
本
文
を
引
用
し
て
い
な

い
。
こ
の
こ
と
は
、

『日

本
書
紀
』
原
典
を
直
接
引
用
し
た
わ
け

で
な
く
、
神
代
上
代
の
物
語
と
い
う
位
の

曖
昧
な
用
法
で
あ

っ
た
と
さ
れ
る
。
こ

の

「
日
本
記
」
の
用
法
こ
そ
が
中
世
日
本

紀
と
呼
ば
れ
る
言
説
で
あ

っ
た
。
つ
ま
り

『旧
記
抄
』
も

「
日
本
記
」
を
典
拠
と

み
な
す
中
世
の
思
想
運
動
の
影
響
下
に
あ

っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
問
題
は
祓
の
実

践
者
た
る
安
倍
家
が
こ
の
言
説
を
取
り
入
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
ど
の

よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
祓
と
陰
陽
師
の
関
係
に
つ
い
て
、
小
坂
眞
二
氏
、
岡
田
荘
司
氏
の
先
行

研
究
に
拠

っ
て
述
べ
る
と
、
大
祓
は
大
宝
律
令

(七
〇

一
)
か
ら
正
式
な
宮
中
儀

(
5

)

礼
と
な

っ
た
。
当
時
大
祓
は
神
祇
官
の
職
掌
で
あ

っ
た
が
、
平
安
中
期
か
ら
穢
れ

の
影
響
を
避
け
る
為
に
陰
陽
師

の
職
掌

に
な

っ
た
と
さ
れ
る
。
大
祓
に
お

い
て
神

祇
官

で
あ
る
中
臣
氏
が
大
祓
詞
を
あ
げ

る
。

一
方
、
天
皇
や
皇
后

・
皇
太
子
に
対

し
御
贖
儀
と

い
う
儀
礼

の
中
で
東
西
文
部
が
刀
剣
を
持
し
、
「東
文
忌
寸
部
献
横

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

第
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〇
〇
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(
6

)

刀
時
咒
」
を
唱
え
ら
れ
た
。
大
祓
詞
が
国
家

の
罪
穢
を
祓
う
こ
と
に
対
し
、
天
皇

と

い
っ
た
個
人
の
身
体
の
罪
穢
を
祓
う
。
こ
の
文
言
に
道
教
的
要
素
が
強

い
こ
と

か
ら
も
、
後
に
陰
陽
道
が
祓
を
担
う
要
因
で
あ

っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
平
安
中
期

か
ら
公
的
な
性
格
を
持

つ
大
規
模
な
七
瀬
祓
か
ら
個
人
を
対
象
と
す
る
河
臨
祓
が

派
生
し
た
。
河
臨
祓
は

『陰
陽
道
祭
用
物
帳
』
や

『反
閇
部
類
記
』
と

い
っ
た
鎌

倉
前
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
成
立
し
た
安
倍
家
の
次
第
書
に
よ
れ
ば
、
呪
詛

(
7
)

祓
と

の
認
識
が
あ

っ
た
。

つ
ま
り
安
倍
家
に
お
い
て
は
、
祓
は
呪
詛
気
を
祭
主

の

身
体
か
ら
除
去
す
る
た
め
の
儀
礼
で
あ
る
と
の
認
識
が
あ

っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

(
　

>

陰
陽
師
に
と

っ
て
祓
そ
の
も
の
に

つ
い
て
、

『阿
娑
縛
抄
』
「
六
字
河
臨
法
」
に

安
倍
宗
明
の
説
と
し
て
、
祓
や
祭
は

「董
仲
舒
」
に
拠
る
も
の
と
の
認
識
が
あ

っ

た
。
「董
仲
舒
」
は
陰
陽
道

の
典
拠
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
り
、

『董
仲
舒
祭
法
』
と
い
う
典
籍
が
、
高
山
祭
や
火
災
祭
、
代
厄
祭
の
典
拠
と
し
て

用

い
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
鬼
気
祭
も

「董
仲
舒
日
」
と
し
て
典
拠
と
さ
れ
た
。
董

仲
舒
は
前
漢
武
帝
期
に
活
躍
し
た
儒
者
で
あ
り
、
天
人
相
関
説
を
大
成
し
た
人
物

と
し
て
著
名

で
あ
る
。

一
方
で
陰
陽
師
側
も
祓
は
元
々
陰
陽
道
の
も
の
で
な
か

っ

た
と

い
う
認
識
が
あ

っ
た
。
『阿
娑
縛
抄
』
「六
字
河
臨
法
」
に
陰
陽
生
重
盛
が
陰

陽
道
側
の
中
臣
祓
注
釈
書
と
さ
れ
る

『注
中
臣
祓
』

(佚
書
)
を
引
用
し
、
素
蓋

鳥
尊
が
天
津
罪
を
犯
し
た
際
に
天
兒
屋
命
が
解
除
を
行

っ
た
こ
と
が
中
臣
祓

の
由

来
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
天
文
博
士
弘
賢

(安
倍
広
賢
の
こ
と
か
)
が

中
臣
祓
は
春
日
明
神
が
異
国
の
敵
を
倒
す
た
め
に
作

っ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い

る
。
無
論
、
中
臣
祓
と
河
臨
祓
は
同

一
視
す
べ
き
事
象
で
は
な
い
が
、
中
臣
祓
に

諸
説
あ
る
理
由
は
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
要
因
の

一
つ
と
し

て
先
述
し
た
中
世
日
本
紀
の
問
題
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

一
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ま
た
、
中
臣
祓
に
関
し
て
様

々
な
言
説
が
あ

っ
た
要
因
と
し
て
、
安
倍
家
内
部

の
対
立
が
あ

っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

『旧
記
抄
』
を
書

い
た
と
さ
れ
る
安
倍
孝

重
は
安
倍
泰
親

の
孫
に
当
た
る
。
い
わ
ば
嫡
流
に
あ
た
る
が
、
國
随
は
晴
明

の
孫

時
親
の
二
男
で
あ
り
、
宗
明
と
そ
の
子
広
賢
は
晴
明
の
嫡
子
吉
平
の
四
男
、
奉
親

の
系
譜
に
当
た
る
た
め
庶
流
で
あ
る

(系
図
参
照
)
。

以
上
の
よ
う
に
陰
陽
道
と
祓
は
深
い
関
係
に
あ

っ
た
と
共
に
、
安
倍
家
内
部
で

も
様
々
な
言
説
が
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
次
に

『旧
記
抄
』
で
は
祓
が
ど
の
よ

う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
か
確
認
す
る
。
徐
服
に
関
し
て
、
七
瀬
祓
に
つ
い
て
は
川

合
瀬
、
松
先
、
東
鳴
瀧
、
石
蔭
、
西
鳴
瀧
、
耳
敏
川
、
大
井
川
と

い
っ
た
広
範
囲

で
行
な
わ
れ
る
祓

の
霊
所
が
記
述
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
大
祓
に
関
し
て
は
、
服

喪
や
肉
食
等
と

い
っ
た
穢
れ
に
関
わ
る
禁
忌
、
服
喪
を
除
く
為

の
祓
を
行
な
う
際

に
は
三
鏡
方

(大
将
軍

・
王
相

・
天

一
・
太
白
等
)
の
方
角
を
避
け
る
こ
と
な
ど

が
記
さ
れ
て
い
る
。
他
に
も
、
寅
日
に
神
事
は
忌
む
が
祓
は
忌
ま
な
い
こ
と
を
挙

げ
て
い
る
。
こ
の
言
説
を
生
み
出
し
た
背
景
に
は
、
鎌
倉
前
期
に
様

々
な
祓
の
形

態
が
行
わ
れ
た
こ
と
と
も
無
関
係

で
は
な

い
だ

ろ
う
。

『山
槐
記
』
治
承
二
年

(
一
一
七
八
)
十
月
十
日
条
に
は
眼
病

治
療
の
た
め

「千
度
御
祓
」
と

い
っ
た
度

数
祓
を
陰
陽
師
が
行

っ
て
い
る
記
事
が
確
認
で
き
、

『承
久
三
年
具
注
暦
』
紙
背

(
9
)

文
書
に
は
陰
陽
師
が
行

っ
た
も

の
と
思

わ
れ
る
荒
神
祓

の
記
事
が
確
認
で
き
る
。

度
数
祓
は
陰
陽
道
の
祓
と
さ
れ
、
院
政
期
か
ら
行
わ
れ
始
め
る
。

一
方
、
荒
神
祓

　
o

　

は
当
初
、
勝
尾
寺
の
僧
に
よ

っ
て
行
わ

れ
て
い
た
。
新
た
な
祓
を
創
始
、
導
入
す

る
際
に
、
新
た
に
言
説
を
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
中
で
も
祓
自
体
は
元
々
神
祇
官

が
行

っ
て
い
た
儀
礼
で
あ
る
た
め
、
「日

本
記
」
に
起
源
を
求
め
、
権
威
付
け
を

図

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
に
陰
陽
道

一
五
八

に
お
い
て

「口
本
記
」
を
典
拠
と
す
る
例
を
挙
げ
る
と
、
賀
茂
家
の
暦
注
書

『陰

陽
雑
書
』
の
番
外
部
に
、

上
巳
祓

"

桃
花
水
之
時
、
鄭
國
之
俗
、
三
月
上
巳
、
於
湊
滿
兩
水
上
、
執
蘭
招
魂
續
醜
、

祓
除
不
祥
也
。
【韓
詩
外
傳
】

雄
略
天
皇
元
年
三
月
上
巳
、
幸
後
苑
曲
水
宴
、
是
時
喜
集
卿
大
夫
為
宴
、
群

臣
頻
稱
萬
歳
。
[日
本
記
】

六
月
祓

宮
城
大
門
、
始
被
行
之
。

天
武
天
皇
三
年
六
月
晦
日
、
於
宮
城
南
路
大
祓
。
大
臣
以
下
五
位
以
上
、
就

幄
下
座
、
百
官
男
女
志
會
。
百

本
記
]

卯
杖
事

《前
略
》

持
統
天
皇
三
年
正
月
、
天
皇
朝
萬
國
于
前
殿
。
乙
卯
、
大
学
寮
獻
御
杖
八
十

枚
。

「
卯
杖
事
」
に

つ
い
て
は

『日
本
書
紀
』
に
も
そ
の
記
事

が
確
認
で
き
る
が
、

祓
に
関
し
て
は
当
該
記
事
が
見
当
ら
な

い
。
中
村
璋
八
氏
に
よ

っ
て
翻
刻
、
解
説

さ
れ
た

『陰
陽
雑
書
』
の
頭
注
に
よ
れ
ば
、
院
政
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
成
(
　
)

立
し
た

『師
遠
年
中
行
事
』

『年
中
行
事
秘
抄
』
に
そ
の
記
事
が
確
認

で
き
る
。

『陰
陽
雑
書
』
は
こ
れ
ら
の
典
籍
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
が
、
「
日
本
記
」

を
典
拠
と
見
な
し
た
背
景
に
は
、
直
接
原
典
に
拠
ら
ず
、
「
日
本
記
」
と
し
て
読

み
替
え
る
影
響
下
に
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
「日
本
記
」
が
祓
に

関
し
て
の
典
拠
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
陰
陽
道
に

お
い
て
、
典
拠
と
な
す
テ
キ
ス
ト
は
基
本
的
に
大
陸
か
ら
輸
入
さ
れ
た
道
教
書
、



陰
陽
五
行
書
な
ど
の
漢
籍
及
び
、
そ
れ
ら
に
基
づ

い
て
日
本
で
著
さ
れ
た

『占
事

略
決
』
や

『暦
林
』
な
ど
の
典
籍
で
あ

り
、
摂
関
期
の
陰
陽
道
か
ら
見
れ
ば
異
例

(
12

)

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
事
実
、
院
政
期

ま
で
は

「董
仲
舒
」
に
拠

っ
て
い
た
と
さ

れ
る
。
で
は
、
『旧
記
抄
』
が
成
立
し
た
承
久
年
間
に
お

い
て
は
問
題
で
あ

っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
次
に

『旧
記
抄
』
が
、

ど
の
よ
う
な
文
献
が
典
拠
と
し
て
い
た
か

述
べ
る
。

2
『旧
記
抄
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
典
拠
が
確
認
さ
れ
た
。

先
に
触
れ
た
日
本
記
、
万
葉
集
の
他
に
、
中
国
の
書
籍
で
は
、
堪
余
経
、
百
忌
暦
、

新
撰
陰
陽
書
、
帝
王
秘
篠
、
尚
書
暦
、
六
甲
占
、
黄
帝
妙
心
経
、
大
橈
経
、
集
霊

金
櫃
経
、
金
匱
経
、
大
史
百
忌
暦
、
天
地
瑞
祥
志
、
枢
機
経
、
斬
開
卦
択
、
三
交

卦
、
毛
詩
、
纂
要
、
史
記
亀
策
伝
、
群
忌
隆
集
、
礼
記
経
解
注
、
礼
記
月
令
巻
、

礼
記
祭
法
巻
、
朝
野
僉
載
、
左
伝
、
六
軍
鏡
、
八
専
経
、
大
橈
序
、
黄
帝
経
、
金

匱
経
式
義

基
本
的
に
は
従
来
典
拠
と
し
て
い
た
典
籍

が
確
認
で
き
る
。
或
記
な
る
書
物
も
確
認
(　
)

で
き
る
が
、
詫
間
直
樹
氏
に
よ
れ
ば

『
江
談
抄
』
巻
三
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。

全
文
を
あ
げ
る
と
、

或
記
云
、
備
後
守
到
忠
天
暦
御
時
為
蔵
人
、
召
天
文
博
士
保
憲
。
有
被
召
仰

事
、
到
忠
為
御
使
往
反
之
間
、
粗
以
知
天
文
事
云
々
、
其
後
於
厠
対
人
天
聊
語

天
文
事
之
時
、
忽
有
射
者
、
其
箭
中
柱
、
即
到
忠
驚
云
、
吾
於
厠
猥
語
天
文
之

故
、
螢
惑
星
射
吾
也
、
而
今
年
祭
木
星
、
依
彼
助
中
柱
也
云
々

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

第
三
六
号

(二
〇
〇
八
年
三
月
)

こ
の
記
事
は
天
文
に
関
わ
る
部
分
で
あ
る
為
、
引
用
し
た
と
さ
れ
る
。
大
江
匡
房

は
天
文
や
六
壬
式
占
な
ど

の
陰
陽
道

の
知
識
を
有
し
て
い
た
学
者
で
あ

っ
た
が
、

対
立
し
て
い
た
儒
者

の
意
見
を
受
け
入
れ
る
体
制
が
鎌
倉
前
期
の
安
倍
家
に
あ

っ

た
こ
と
が
伺
え
る
。

『尚
書
暦
』
や

『金
櫃
経
』
と
い
っ
た
陰
陽
道
本
来
の
典
拠
も
見
え
る
が
、
摂

関
期
か
ら
院
政
期
に
か
け
て
陰
陽
道
に
お

い
て
問
題
と
さ
れ
た
書
物
が
確
認
で
き

る
。
『礼
記
』
は
十

一
世
紀
に
中
原
恒
盛
が
魂
喚
を
行

っ
た
際
、
上
臈

の
陰
陽
師

か
ら
本
書

に
見
え
ず
、
清
原
頼
隆
が

『礼
記
』
に
見
え
る
と
し
た
典
拠
で
あ
る
。

『百
忌
暦
』
は
十
二
世
紀
に
大
外
記
清
原
定
俊
が
金
神

の
禁
忌
を
取
り
込
も
う
と

し
て
典
拠
と
し
た
が
、
安
倍
泰
親

・
賀
茂
道
言
に
、
上
古
即
ち
先
例
に
見
え
ず
、

陰
陽
道
で
は
用
い
な
い
と
し
て
否
定
さ
れ
て
い
る
。

『礼
記
』
『百
忌
暦
』
と

い
っ
た
テ
キ
ス
ト
は
院
政
期
ま
で
陰
陽
道

の
本
書
と

し
て
は
認
定
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。
本
書
と
は
こ
の
場
合
、
本
書
は
陰
陽
道
に
お

い
て
祭
祀
や
儀
礼
、
暦
注
と
い
っ
た
活
動
の
典
拠
と
し
て
い
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、

院
政
期
辺
り
ま
で
、

一
定
の
テ
キ
ス
ト
が
定
め
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
14
る
。

又
、
『須
彌
四
域
経
』
、
『造
天
地
経
』
、
『法
華
文
句
』
と

い
っ
た
仏
典
が
確
認

で
き
た
。
こ
の
内
、
『須
彌
四
域
経
』

『造
天
地
経
』
は
中
国
撰
述
経
典
で
あ
り
、

(
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)

現
存
し
て
い
る
か
定
か
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
仏
典
を
典
拠
に
し
て
い
る
記
事
を
引

用
す
る
と
、

　
ニロ

光

【日

月

星

、

又

三

辰

、
】

ロ
ロ
カロ
観
世
音
為
宝
光
、
月
得
大
勢
作
明
月
、
星
虚
空
蔵
号
普
光
、

説
云
、
天
地
初
開
之
時
、
未
有
日
月
星
辰
、
有

天
人
来
下
照
臨
、
爾
時
人
民
多
生
苦
悩
、
於
是

一
五
九



『陰
陽
道
旧
記
抄
』
と

「中
世
日
本
紀
」
に
つ
い
て

(室
田

辰
雄
)

阿
弥
陀
仏
遣
二
菩
薩
、

一
名
宝
応
声
、
二
名
宝

吉
祥
、
即
伏
義

・
女
禍
也
、
共
相
議
向
第
七
天

取
七
宝
、
来
造
日
月
星
辰
廿
八
宿
照
天
下
、
所

以
日
月
星
宿
、
西
行

一
切
人
天
、
尽
稽
首
阿
弥

陀
仏
是
也
、
[出
須
弥
四
域
経

・
造
天
地
経
等
并
法
花
文
句
等
略
抄
]

三
光

(日
月
星
)

の
説
明
と
し
て
、
日
は
観
世
音
が
宝
光
菩
薩
と
し
、
月
は
得

大
勢
菩
薩
が
明
月
菩
薩
と
し
、
星
は
虚
空
蔵
如
来
が
普
光
菩
薩
と
し
た
。
そ
の
由

来
と
し
て
、
天
地
が
開
き
、
日
月
星
辰
が
無
い
頃
に
、
阿
弥
陀
仏
が
宝
応
声
菩
薩
、

宝
吉
祥
菩
薩
を
第
七
天
に
遣
わ
し
、
七
宝
を
持

っ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
日
月
星

辰
が
生
ま
れ
た
と
説
く
神
話
を
挙
げ
て
い
る
。
齟
ハ味
深
い
点
と
し
て
、
阿
弥
陀
仏

の
二
菩
薩
が
伏
義

・
女
禍
と
い
う
中
国

の
創
生
神
話
に
関
わ
る
神
と

一
体
化
さ
れ

て
い
る
点
に
あ
ろ
う
。
古
代
中
国
で
は
、
道
教
の
影
響
下
で
仏
教
が
解
釈
さ
れ
、

(16

)

こ
の
神
話
も
そ
う

い
っ
た
動
向
の
中
で
創
作
さ
れ
た
神
話
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
詫

問
氏
に
よ
れ
ば
、

『二
中
歴
』
乾
象
歴

に
同
文
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
「三
光
」
か

ら

「五
星
」
ま
で
の
記
述
と
、
「大
歳
」
か
ら

「三
伏
」
ま
で
の
記
述
が
合
致
し

(
17
)

て
い
る
こ
と
か
ら
、

『旧
記
抄
』
と

『
二
中
歴
』

の
関
連
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、
三
光
の
起
源
を
説
く
同
様
の
神

話
は
天
治
元
年

(
一
一
二
四
)
頃
成
立
で

三
善
為
康

(
一
〇
四
九
～

一
一
三
九
)

編

『掌
中
歴
』
に
も
確
認
で
き
る
。
『
二

中
歴
』
は

『掌
中
歴
』
と

『懐
中
歴
』

を
合
わ
せ
て
編
集
さ
れ
た
も
の
だ
と
さ
れ

て
い
る
が
、

『旧
記
抄
』
と

『二
中
歴
』

の
ど
ち
ら
が
先
に
成
立
し
た
か
不
明
で

あ
る
が
、
ど
ち
ら
か
が

『掌
中
歴
』
の
記
事
を
踏
ま
え
て
記
さ
れ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
三
善
為
康
は

『朝
野
群
載
』
を
編
纂
し
て
お
り
、
陰
陽
道
に
関
し
て
も
知

識
が
あ
る
と
共
に
、
浄
土
教

へ
の
信
仰

に
篤

い
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
そ
の
為
、
阿

一
六
〇

弥
陀
仏
に
関
わ
る
神
話
を
引
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
神
話
に
つ
い
て
伊
藤
聡
氏
に
よ
れ
ば
、
同
様

の
神
話
が

『広
弘
明
集
』
巻

第
八
所
収

の
道
安

『二
教
論
』

(五
六
九
年
成
立
)
、
道
綽

(五
六
二
～
六
四
五
)

(
　
)

『安
楽
集
』
巻
下
、
法
琳

(五
七
二
～
六
四
〇
)
『弁
正
論
』
巻
五
に
も
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
赤
松
俊
秀
氏
に
よ

っ
て

一
遍
の
著
作
と
推
定
さ
れ
た

『彌
陀
観
音
勢
至
等

文
』
に
も

『安
楽
集
』
下
所
収

『須
彌
四
域
経
』
を
引
用
し
つ
つ
先
述
の
神
話
を

(
19
)

挙

げ

、

ニ
ハ

ニ
ハ

彌
陀
悲
智

・
観
音

・
大
勢
、
西
天

成
應
聲

・
吉
祥
、
晨
旦

化
伏
義
弓

・

ニ
ハ

女
蝸
日
本

變
伊
装
議

・
伊
装
册
ト

一
、
各
治
天
下
、
利
衆
生
、
皆
是
彌
陀

大
慈
悲

・
二
菩
薩
所
作
而
已

と
し
て
三
国
世
界
観
の
中
で
位
置
付
け
を
示
し
、
阿
弥
陀
仏

の
功
徳
に
よ
り
日
本

が
生
ま
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

密
教
の
文
献

で
は
亮
禅

(
一
二
五
八
～

二
二
四

一
)
の

『白
宝
口
抄
』
や
澄
円

の

『白
宝
抄
』
と
い
っ
た
儀
軌
書
に

「須
弥
四
域
経
日
」
と
し
て
、

帰
命
日
天
子

本
地
観
世
音

為
度
衆
生
故

普
照
四
天
下

帰
命
月
天
子

本
地
大
勢
至

為
度
衆
生
故

普
照
四
天
下

と
い
う
偈
文
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に

「須
彌
四
域
経
」
も
本
文

引
用
を
行
な
わ
ず
、
中
世
の

「
日
本
記
」
の
如
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
偈
文

が
後
に
伊
勢
の
天
照
大
神
と
十

一
面
観
音
を
同
体
と
見
る
説
に
発
展
す
る
こ
と
を

(
20

)

伊
藤
聡
氏
は
指
摘
し
て
い
る
。

伊
勢
神
道
で
は

「須
弥
四
域
経
」
を
天
照
と
十

一
面
観
音
同
体
説
に
組
み
込
み
、

浄
土
教
は
阿
弥
陀
仏

の
功
徳
を
説
く
根
拠
と
し
、
安
倍
家
で
は
天
体

の
起
源
を
説

く
為
に
取
り
入
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
陰
陽
師
も
伊
勢

の
神
官
や
、
密
教
僧
、



浄
土
教
僧
と
同
じ
言
説
を
有
し
て
い
た
も
の
の
、
互
い
の
目
的
の
為
に
使
用
さ
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
留
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
『旧
記
抄
』
が
ど
の
よ
う

な
性
格
を
有
す
る
陰
陽
道
書
で
あ
る
か
と

い
う
点
で
あ
る
。
『旧
記
抄
』

の
解
題
、

翻
刻
を
行

っ
た
詫
間
氏
に
よ
れ
ば
、
「
注
釈
書
も
し
く
は
類
書
の
よ
う
な
形
式
」

(
21

)

と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
安
倍
家
の
口
伝

や
家
伝
、
及
び
様
々
な
言
説
を
蒐
集
し
た

書
物

で
あ
る
と
い
え
る
。

天
文
道

の
宗
家
た
る
安
倍
家
が
天
体

の
起
源
を
語
る
理
由
は
理
解

で
き
る
が
、

何
故
、
従
来
典
拠
と
し
て
い
た

『晋
書
天
文
志
』
な
ど
の
漢
籍
を
使
わ
ず
に
仏
典

に
基
づ
く
神
話
を
取
り
入
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
宿
曜
道
や

北
斗
法
や
北
斗
供
な
ど
の
密
教
星
辰
供

が
院
政
期
か
ら
流
行
す
る
こ
と
が
考
え
ら

(22

)

れ
る
。
つ
ま
り
、
天
文
を
掌
る
安
倍
家

に
対
し
競
合
相
手
が
現
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

仏
教
神
話
を
取
り
入
れ
た
と

い
え
よ
う

。
『陰
陽
雑
書
』
に
は
北
斗
七
星
や
九
曜

に
本
地
仏
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
密
教

や
宿
曜
道
の
言
説
を
陰
陽
道
が
取
り
入
れ

た
事
が
伺
え
る
。

陰
陽
師
た
ち
が
危
機
感
を
抱
い
た
か

は
定
か
で
は
な

い
が
、
従
来
の
漢
籍

の
み

で
は
な
く
、
様
々
な
言
説
を
取
り
入
れ
る
必
要
は
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、

こ
れ
ら
仏
典
を
学
ぶ
必
要
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
又
鎌
倉
後
期
に
編

纂
さ
れ
た
と
さ
れ
る
賀
茂
家

の
次
第
書

『文
肝
抄
』
に
は
荒
神
、
加
利
底
母
、
宇

(
23

)

賀
神
と

い
っ
た
顕
密
仏
教
と
関
係
の
深

い
神
格

の
祭
法
の
次
第
が
見
ら
れ
る
。
さ

ら
に
、
『陰
陽
雑
書
』
に
お

い
て
年
中
行
事
書

『本
朝
月
令
』
を
引
用
し
、
天
狗

の
祭
り
方
を
記
述
し
て
い
る
。

つ
ま
り

、
従
来
の
漢
籍
を
中
心
と
し
た
典
籍

の
み

に
典
拠
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
常
に
陰
陽
道
に
典
籍
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
事

を
示
し
て
い
る
。
そ
の
要
因
は
社
会

の
変
化
に
よ
る
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
伴
う
多
様

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

第
三
六
号

(二
〇
〇
八
年
三
月
)

性

と

い

っ
た

こ

と

が

考

え

ら

れ

る

。

そ

の

中

で

、

中

世

社

会

で
広

ま

っ

て

い
た

「
日

本

記

」

と

し

て
読

み
替

え

ら

れ

た

言

説

を

典

拠

と

し

て

用

い

、

陰

陽

師

の
知

識

や
儀

礼

の
保

証

と

し

て

い
た

。

そ

の
事

は

「
日

本

記

」

が

和

歌

の
典

拠

や

王

権

護

持

の
為

の
言

説

と

し

て

用

い
ら

れ

た

の
み

で
な

く

、

陰

陽

道

の
儀

礼

や
知

識

の

起

源

を

物

語

る
た

め

の

「
神

話

」

で
も

あ

っ
た

。

〔注

〕
(
1
)
山
下
克
明

『平
安
時
代

の
宗
教
文
化
と
陰
陽
道
』
岩
田
書
院

一
九
九
六
年

(
2
)
村
山
修

一

『日
本
陰
陽
道
史
総
説
』
塙
書
房

一
九
八

一
年

(
3
)
中
世

日
本
紀

・
申
世
神
話

に
関
し
て

の
研
究
は

、
伊

藤
正
義

「中
世

日
本

紀

の
輪
郭

i

太

平
記

に
お
け

る
ト
部
兼

員
説
を

巡

っ
て
ー

」

(
『文

学
』

一
九
七

二
年
十

月
号

岩
波
書
店

一
九
七

二
)
を

始
め
と
し
て
、
阿
部
泰
郎

「

"
日
本
紀
"
と

い
う
運
動
」

(
『
国
文

学

解
釈

と
鑑
賞
』

六
十
四
巻

三
号

一
九

九
九
年
)
。
桜
井
好
朗

『儀
礼

国
家

の
解
体
』
を
主

に
参
照
。

中
世
神
話

に
関
し

て
は
山
本

ひ
ろ
子

『中

世
神
話
』

(岩
波
新

書

一
九

九
八
年
)
。

「
神
話
と

歴
史

の
間
」

(
『歴
史

を
問
う

1

神

話
と

歴
史

の
間

で
』
岩

波
書
店

二
〇
〇

二
年

)
。
中
世
神

道
及

び
中
世
日
本
紀

を
扱
う

全
体
的
な

研
究

と
し
て
伊
藤
聡

・
遠
藤
潤

・
松
尾
恒

一
・
森
瑞
枝

編

日
本
史
小
百

科

『
神
道

』

(東
京

堂
出

版

二

〇
〇

二
年
)
、
末

木
文
美

士

『中

世

の
神
と

仏
』

(山
川
出
版
社

二
〇
〇
三
年
)

『
日
本
宗

教
史
』

(岩
波
書
店

二
〇
〇
六
年
)
、
斎

藤
英
喜

『読

み
替

え
ら
れ

た
日
本
神
話
』

(講
談
社

現
代
新
書

二
〇

〇
六
年
)
を

参
照
。

(
4
)

『
日
本
紀

竟
宴
和

歌
』

(西
崎
亨

編

『
日
本
紀
竟

宴
和

歌

本

妙
寺
本

本
文

・
索

引

・
研
究
』
翰
林
書
房

一
九
九

四
年
。

『古
今
集
序
注
』
群
書
類
従
和
歌
部

(
5
)

小
坂

眞

二

「
禊
祓
儀
礼
と

陰
陽
道
」

(
『早
稲

田
大
学
大
学
院
研

究
科

紀
要
』
別
冊

3

一
六

一



『陰
陽
道
旧
記
抄
』
と

「
中
世
日
本
紀
」

に
つ
い
て

(室
田

辰
雄
)

一
九
七

九
年
)
。

岡
田
荘

司

「
私
祈
祷

の
成
立
」

(
『陰
陽
道
叢

書

2

中

世
』
名
著

出
版

一
九
九
三
年
)

(
6
)
斎
藤

英
喜

「
大
祓

と
御
贖

儀
」

(斎
藤

英
喜
編

『日

本
神
話

そ

の
構

造
と

生
成
』

有
精
堂
出
版

一
九
九
五
年
)

(
7
)

小
坂
眞

二

「
陰
陽
道

祭
用
物
帳
」

(
『民

俗
と
歴
史
』

六
号

一
九
八
〇
年
)
、
山
下

克
明

「
若
杉
家
文
書

『反
閇
作
法
并
作
法
』

『反
閇
部
類
記
』
」

(
『東

洋
研
究
』

一
六

四
号

二
〇
〇
七
年
)

(
8
)
大
正
蔵
図
像
部
九
巻

『阿
娑
縛
抄
』
「
六
字
河
臨
法
」
。

『阿
娑
縛
抄
』

「六
字
河
臨
法
」

に
関
し

て

の
研
究

は
、
岡

田
前

掲

(
5
)
、
渡
部
真

弓

『神
道

と
日
本
仏
教
』

ぺ
り

か
ん
社

一
九
九

一
年
。

(
9
)
史
料

大
成

『
山
槐
記
』
。

『承
久

三
年
具
注

暦
』
紙
背
文

書

一
月

二
十
六

日
条

。

『承

久

三
年

具
注

暦
』

紙

背
文

書

は

、
山

下
克

明

「
『
永

久

三
年

具
注

暦
』

の
考

察

」

(
『東
洋
研
究
』

第

1
2
7
号

二
〇
〇
〇
年
)

に
寄
る
。

(
10
)
度
数
祓

に
関
し
て
は
岡

田
米
夫

「
大
祓
詞
か
ら

中
臣
祓

詞

へ
の
変
化
」

(『
山
田
孝
雄

追
憶

史

学
語
学
論
集
』
宝
文
館

出
版

一
九
六
三
年
)
岡
田
前
掲

(
5
)
を
参
照
。

荒

神
祓

に
関

し

て
は
、
鈴
木

佐
内

「
荒
神

祓
と
荒

神
供
i

荒
神

和
讃

の
背
景
1

」

(
『智
山
学

報
』

四
十

一

一
九

七
九
年
)
、
金
本
拓
士

「
荒
神
信
仰

の

一
考
察
ー

荒

神

が
竈
神

と
何

故

み
な
さ
れ

る

の
か
ー

」

(
『新
義

真
言

教
学

の
研
究
』

大
蔵

出
版

二
〇
〇
三
年
)
、
拙
稿

「
『
文
肝
抄
』
所
収
荒
神

祓
に
関
す
る

{
考
察
」

(
『
佛
教
大
学

大
学

院
紀

要
』

二
〇
〇
七
年

)
を
参

照
。

(
11
)

『陰

陽
雑
書
』

は
院
政
期

に
賀
茂
家

栄
が
撰

し
た
と
さ

れ
る
が
、
前
半

部
と
後
半

部

の
引

用
さ
れ

て
い
る
典
籍

の
性

格

の
違

い
や
、
番
外

部

の
存
在

に
よ
り
、
尊
経

閣
本

の
翻
刻

・
紹

介

し

て

い
る

中
村
璋

八

氏

(
『
日
本
陰

陽
道

書

の
研
究
』

汲

古
書

院

一
九

九
八
年
)
に
よ

れ
ば
家

栄
が
撰
し
た
後

に
、
二
回
に
渡

っ
て
増
補

さ
れ
た
こ
と

可
能
性

が
あ
る

こ
と
を
指

摘
さ
れ

て
お
り
、
成
立

が
十
四
～
十
五
世
紀
ま

で
下
る
可

能
性

が
あ

る
。

一
六

二

(
12
)
山
下
前

掲

(
1
)

(13
)
詫
間
直

樹

・
高

田
義

人
編

『陰

陽
道
関
係
史

料
』

汲
古

書
院

二
〇
〇

一
年

(
14
)
魂
喚

に
関
し

て
は
山
下
前
掲

(
1
)
、
金
神

の
禁

忌

に
関

し
て
は
金

井
徳
子

「金

神

の
忌

の
発
生
」

(『陰
陽
道
叢
書

古

代
』
名
著

出
版

一
九
九

一
年
)
を
参

照
。

(15
)
牧

田
諦
亮

『偽
経

研
究
』
京
都
大

学
人
文
科

学
研
究
所

一
九
六
七
年

(16
)
牧

田
前
傾

(15
)

(17
)
詫

間
前
掲

(13
)

(18
)

伊
藤
聡

「中
世
神
道

説
に
お
け

る
天
照
大
神
ー

特

に
十

一
面

観
音
と

の
同
体
説
を

巡

っ
て
i

」

(斎
藤
英
喜
編

『
ア

マ
テ

ラ
ス
神
話

の
変
身
譜
』

森
話
社

一
九
九

六
)

以
下

「須
弥

四
域
経
」

に
関
す

る
問

題
は
伊
藤

聡
氏

の
論

に
依

る
。

(19
)
赤
松
俊
秀

『鎌
倉
仏
教

の
研
究
』

平
楽
寺
書
店

一
九

五
七
年

(20
)
伊
藤
前
掲

(18
)

(21
)
詫
間
前
掲

(13
)

(
22
)
宿
曜
道

に
関
す

る
殀
究
は
挑
裕

行

『暦
法

の
研
究

下
』

(思
文

閣
出
版

一
九
九

〇

年
)

を
始
め
と

し
て
山
下
前
掲

(
1
)
、
戸
田
雄
介

「
宿
曜
道

の
院
政
期
」

(
『佛
教

大
学
大
学

院
紀
要
』
第
三
十

四
号

二
〇
〇
六
年
)

が
あ

る
。
密

教
星
辰
供

に
関

し

て
は
、
森

田
龍
僊

『密
教
占
星
法
』

一
九
七
四
年

臨
川
書
店

。
速
水
侑

『平
安
貴

族
社
会
と
仏
教
』

(吉
川
弘
文
館

一
九

五
七
年
)
。
山
下
前
掲

(
1
)
を
参
照
。

(
23
)
拙
稿
前
掲

(
10
)

〔
[
次
資

料

〕

『陰

陽
道

旧
記
抄
』

(詫
間
直

樹

・
高

田
義

人
編

『
陰
陽
道

関
係
史
料
』

汲
古
書

院

二
〇

〇

一
年
)

『俊
頼
髄
脳
』

(新
編
古
典
文
学
全
集

『歌
論
集
』
小
学
館
)

『陰
陽
雑
書
』

(中
村
璋
八

『日
本
陰
陽
道
書

の
研
究
』
汲
古
書
院

一
九
九

入
年
)

『彌
陀
観
音
勢
至
等
文
』

(赤
松
俊
秀

『鎌
倉
佛
教

の
研
究
』
平
楽
寺
書
店

一
九

五
七
年
)



〔資

料

〕

「安
倍
氏
系
図
」

(
『
医
陰
系
図
』
及
び

『尊
卑
文
脈
』
を
基
に
作
成
)

晴
明
-
吉
平
掃

親
宗
櫃

璽

季
弘
覊

重
-
季
尚
-
業
氏

業
俊
-
業
弘

国
随
-
兼
吉
-
晴
道
-
時
甲

厂
職

ー

忠

(む
う
た

た

つ
お

文
学
研
究
科
仏
教
文
化
専
攻
博
士
後
期
課
程
)

(指
導

日
斎
藤

英
喜

教
授
)

二
〇
〇
七
年
十
月
十

一
日
受
理

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

第
三
六
号

(二
〇
〇
八
年
三
月
)

一
六

三


